






























































































































































































Windows Live SkyDrive ―Microsoft―
Yahoo!ブリーフケース ―Yahoo!―
MobileMe iDisk ―アップル―
Share IT ! Fits
 ―ソフトバンク・テクノロジー―
Dropbox ―Dropbox,Inc.―
　勿論、課題がないと言うことではない。外部
サーバーを利用することは危険でもある。大きな
法人が契約するようなサービスでは問題は少ない
が、ユーザーがコストを低減させるために契約す
るような場合には、サービス提供者がコスト削減
のために取る処置に注意する必要がある。ネット
ワークのスピードと利用者の数、サーバーのバッ
クアップ機器体制、機密の保持、サーバーの設置
してある国などである。
　サーバー提供の技術は年々進歩している。特
に、ハードウェアを複数のユーザーが共有する際
の「仮想化」技術の進歩は目覚ましい。仮想化の
基本的な機能はパーティショニング、隔離、カプ
セル化であるという。
　パーティショニングは、仮想化の技術によって、
１台のハードウェアを分割し、同時に複数の仮想
マシンの実行を可能とすることである。分割され
た仮想マシンが全て同じように稼働していないと
いう事実を利用している。これはタイムシェアリ
ングの考えを発展させ、実行中の仮想マシン間で、
LinuxとWindows といったOSまで切り替えてい
るのである。
　隔離は、同じハードウェア上で稼働している他
のユーザー所有の仮想マシンを、それぞれ完全に
独立、隔離することである。いずれかの仮想マシ
ンで生じたクラッシュやウイルスあるいはワーム
感染から他の仮想マシンを守ることができる。
　カプセル化は、仮想マシンのハードウェア構成
やBIOS構成など、全てを保存することである。
規模こそ違え、いわゆるリカバリーディスクを常
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時作ることである。この結果、保存された仮想マ
シン全体を移動することができる。
　しかし、それでも無償提供されるサービスの場
合、サーバーの物理的、電気的堅牢性に問題が生
じてデータが消失しても保障されることは無い。
また、サーバーの設置場所が外国の場合には、設
置場所の国内法が適用されることになる。これら
のメリットとデメリットを承知した上で、外部
サーバーを活用する必要がある。
小規模な大学における外部サーバー利用のメリッ
ト
　ICT環境の構築が行き詰まっているような大学
においては、外部サーバーを利用するメリットは
大きい。学生や教員がイントラネット外にいても、
協同空間を利用して、あたかも同一のネットワー
ク上で協同作業ができるからである。従来、ネッ
トワークの安全性を保ったまま、学生や教員がイ
ントラネットを利用するためには、高価なVPN
（Virtual Private Network：仮想プライベート
ネットワーク）システムを構築して、ポータルサ
イト（イントラネットの玄関口）で認証する必要
があった。しかしVPNでは高い安全性が保てる
代償として、利用者数に応じた経費が必要である。
一方、外部サーバーは、多少の危険は伴うが、イ
ントラネットの安全性を保ったまま、比較的機密
性の低い情報、例えば、授業資料や学内のお知ら
せ、教員や学生の発表資料、レポートなど、適宜
選択して利用することができる。また、アンケー
ト調査などに個人情報を含む場合には、パスワー
ドを設定する方法も可能である。企業と違い、教
育の主要な情報は「秘密」であることの方が少な
いはずだからである。
　最近、もっとも簡便にサーバーを提供してい
るのは、マイクロソフト社やAdobe社である。マ
イクロソフトのWindows Live SkyDrivedeでは、
25Gの無料ストレージの他、ウェブブラウザーだ
けでも動く無料版MSオフィスが提供される。マ
イクロソフトのウェブブラウザーであるInternet 
Explorerはもちろん、FirefoxやOperaなどの他
社ブラウザーでも動作する。また、ウィンドウズ・
パソコンだけではなく、MacやLinuxなどの別の
OSの上でも使用が可能である。
　アドビの提供するサービスはAcrobat.comを
介する、「Share」、ファイル管理ツール「My 
Files」、PDF変換機能「Create PDF」、Flashワー
プロ「Adobe Buzzword」、Web会議/コラボレー
ションツール「Adobe ConnectNow」である。
　ゼミ活動などの教育場面での協同作業として、
次の５つのサービスが利用可能であろう。
①ドキュメントの共有レビュー
　無償のAcrobat Reader ９があれば参加できる
ので、イントラネットの外からでも参加できるレ
ビューを開始し、Acrobat.comを介して学生が討
論に参加することができる。
②フォームの配布とフォームデータの収集
　Acrobat Xと９は、フォームを作成する機能
が搭載されているので、Acrobat.comを介して、
Acrobat Reader ９からでもフォームを配布して
返答を収集できるだけではなく、返答状況を確認
したり、結果をCSV形式で保存することができ
る。
③同じレベルの情報を同時に共有することができ
る
　Acrobat XまたはAcrobat ９とAcrobat.comの
サービスを利用して、受信者側のページ表示を
コントロールし、受信者にリアルタイムでPDF
ファイルの説明をすることができる。Acrobat 
Reader ９のユーザーでもファイルを見ることが
でき、ページ表示を同期させれば関係者と同時に
ドキュメント内を移動できるので、協同作業をス
ムーズに進めることができる。
④Adobe SendNowで大容量のファイルを送信で
きる
　Acrobat XまたはReader Xの共有パネルウィ
ンドウから、Acrobat.comのサービスを介して、
Adobe SendNowを利用すると、大容量のファイ
ルを送信することができる。誰が何時ファイルを
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ダウンロードしたかを、通知メールとオンライン
ダッシュボードで確認できる。
⑤Acrobat Reader Xを使用してオンラインで
PDFファイルを作成
　無償のAcrobat Reader Xの共有パネルウィン
ドウからPDFに変換したいファイルを選択して、
Acrobat.comのサービスを介しファイルをPDFに
変換。変換済みのファイルはすべて個人のオン
ラインアカウントに保存されるので、Webブラウ
ザー経由でどこからでもアクセスすることができ
る。
結び
　大学におけるICT環境の充実は足踏みしている
ように思える。個人レベルでのICT活用技術は一
定の成果を収めたが、教育組織全体のICT活用技
術は、ファカリティデベロップメント（FD）同様、
全体の足並みが停滞しているのである。その最大
の原因は、体系的なカリキュラムを編成した後の
フォローアップ、すなわち大学あるいは学部レベ
ルでの教育目標の実現を検証しないまま個々の授
業科目が運営されているからとも言える。ICTの
ような授業間に横たわる教育環境の整備は、学部
カリキュラムの目標検証の中で実現させることが
できる。本稿では、イントラネットと外部ファイ
ルサーバーを使い分けるという管理が容易な方法
で、ICT環境をより豊富にすることを提案した。
今後、さまざまな工夫をしながらICT環境を整備
し、学生が、生涯学び続けるためにICTのスキル
とコンピテンシーを獲得できるような環境を作る
ことが必要であることを明記したい。
参考文献
2007　今後の「大学像」の在り方に関する調査研
究（図書館）報告書―教育と情報の基盤として
の図書館―　筑波大学
2007　中嶋航一、他　ｅラーニングTIESの教育
的効果とFaculty Development　帝塚山経済・
経営論集　(17)1-15　帝塚山大学
2007　倉田菜生子　ICTを活用した産学連携
による高等教育課題への取り組み　UNISYS 
TECHNOLOGY REVIEW （91）99-109　日本
ユニシス/日本ユニシス株式会社〔編〕
2007　加藤由香里　ｅラーニングが可能とする教
育環境の改善－日本語教育の事例を中心に－　
大学教育ジャーナル　第３号69-74　東京農工
大学
2008　平成19年度 私立大学教員の授業改善白書　
私立大学情報教育協会編
2009　eラーニング等のICTを活用した教育に関
する調査報告書（2008年度）　メディア教育開
発センター編
2009　西納春雄　e-Learning教材の有効利用につ
いての一考察　言語文化  11(4) 545～567　同
志社大学言語文化学会 / 同志社大学言語文化
学会運営編集委員会編
2009　山根信二、他　５職種のeラーニング専門
家スキルにもとづく仮想学習環境の機能設計お
よび試実装: インストラクショナルデザイナ，
コンテンツスペシャリスト，インストラクタ，
メンタ，ラーニングシステムプロデューサ
情報処理学会研究報告（15）45-49、情報処理
学会
2010　奥正廣、他　SNS利用による学生間交流
促進に基づく社会的スキルの向上　平成22年度
ＩCＴ利用による教育改善研究発表会　私立大
学情報教育協会
（かねこ　なおひろ　子ども学部）
